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独名称：  A r b e i t s b e r e i c h  J a p a n i s c h ,  

A b t e i l u n g  f ü r  O r i e n t a l i s c h e  u n d  A s i a t i s c h e  S p r a c h e n  ( A O A S ) ,  

I n s t i t u t  f ü r  O r i e n t -  u n d  A s i e n w i s s e n s c h a f t e n  ( I O A ) ,  

U n i v e r s i t ä t  B o n n ,   

住所：  + N a s s e s t r .  2 ,  5 3 1 1 3  B o n n ,  G e r m a n y  

T E L：  + 4 9 - ( 0 ) 2 2 8 - 8 4 0 4  

F A X：+ 4 9 - ( 0 ) 2 2 8 - 8 4 0 1  

U R L： h t t p s : / / w w w 3 . u n i - b o n n . d e / p h i l f a k / i n s t i t u t e / i n s t i t u t - f u e r - o r i e n t - u n d -

a s i e n w i s s e n s c h a f t e n / a b t e i l u n g e n / o r i e n t a l i s c h e - u n d - a s i a t i s c h e - s p r a c h e n  

 

１．組織・構成  

 日本語科は東洋アジア学研究所（ I O A）内で、以下のように位置する。  
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２．概要  

２－１ .  歴史・背景  

ボン大学の東洋アジア言語セクションは、 1 8 8 7 年にベルリンで設立されたアジア言

語講座に端を発しており、 1 9 5 9 年にボン大学所属の講座となった。 1 9 9 8 年に人文学部

の傘下に加わり、主に翻訳科としてその専門分野を担ってきたが、 2 0 0 4 年の B A・M A

制度導入後の組織改革によって、東洋アジア学研究所の一部門を担うこととなった。現

在は「近東地域担当（アラビア語科、トルコ語科）」と「東洋地域担当（中国語科、朝

鮮語科、日本語科）」の二地域に担当が分けられており、日本語科は東洋地域担当に属

している。  

 

２－２ .  教育課程  

B A ではアジア学専攻課程の学生を対象に、必修選択科目の言語科目である「基礎日

本語」と「応用日本語」、および自由選択科目の「日本語学概論」や「翻訳演習」等の

科目を提供しており、M A では翻訳専攻課程の学生を対象に、「翻訳演習」や「翻訳

学」等の科目を提供している。  

 B A および M A の単位取得の例は以下の通りである。  

 

●B A 単位取得の例                         (   )は単位数  

ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ  言語科目  専門科目  その他  

1  基礎１  ( 1 2 )  アジア史 ( 1 2 )  I T・調査・ﾌﾟﾚ ｾ ﾞ ﾝ演習 ( 1 2 )  

2  基礎２  ( 1 2 )  現代アジア概論 ( 1 2 )   

3  基礎３  ( 1 2 )  選択必修科目×２ ( 2 4 )   

4  応用１  ( 1 2 )  選択必修科目 ( 1 2 )   

5  応用２  ( 1 2 )  選択必修科目 ( 1 2 )   

6  応用３  ( 1 2 )  選択必修科目 ( 1 2 )  学士論文 ( 1 2 )  

 7 2 単位  8 4 単位  2 4 単位  

計 1 8 0 単位  

＊専門科目の選択必修科目として「第二外国語」を選択してもよい。  

＊単位として認められる企業実習や社会実習（ P r a k t i k u m）もある。  

 

●M A 単位取得の例                        (   )内は単位数  

ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ  第一言語科目  第二言語科目  

1  翻訳１ ( 1 5 )  第二言語中級１ ( 1 5 )  

2  

翻訳２ ( 1 5 )  
言語学・翻訳学

( 1 5 )  

第二言語中級２ ( 1 5 )  

3  
選択必修科目  

（言語学、文化学等） ( 1 5 )  

4  修士論文 ( 3 0 )  

計 1 2 0 単位  
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３．スタッフ  

 教授（ 1 名）、専任講師（ 7 名）、非常勤講師（ 8 名）、チューター（ 2 名）  

＊うち、ドイツ人は 4 名。  

 

４． B A 開講科目  

●日本語（必修選択科目）  

科目名  
時間数  

( h /週 )  

C E F R  

レベル  
使用教材  

主な受講者  

受講者数  

基礎日本語１  

・文法  

・口頭運用  

・文字・読解  

(計 6  h )  

1 . 5  h  

3  h  

1 . 5  h  

A 1  『げんき I』  

B A  1 年生前期  

( 1 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 1 3 0 名  

基礎日本語２  

・文法  

・口頭運用  

・文字・読解  

(計 6  h )  

1 . 5  h  

3  h  

1 . 5  h  

A 1 - A 2  
『げんき I』  

『げんき I I』  

B A  1 年生後期  

( 2 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 1 0 0 名  

基礎日本語３  

・文法  

・口頭運用  

・文字・読解  

(計 6  h )  

1 . 5  h  

3  h  

1 . 5  h  

A 2  

『げんき I I』  

『新日本語の中級』  

『ニューアプローチ中級』  

B A  2 年生前期  

( 3 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 9 0 名  

応用日本語１  

・文法  

・口頭運用  

・文字・読解  

(計 6  h )  

1 . 5  h  

3  h  

1 . 5  h  

A 2 - B 1  
『新日本語の中級』  

『ニューアプローチ中級』  

B A  2 年生前期  

( 4 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 8 0 名  

応用日本語２  

・口頭運用  

・文法・読解  

(計 4 . 5  h )  

3  h  

1 . 5  h  

B 1  
『新日本語の中級』  

『ニューアプローチ中級』  

B A  3 年生前期  

( 5 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 5 0 名  

応用日本語３  

・口頭運用  

・文法・読解  

(計 4 . 5  h )  

3  h  

1 . 5  h  

B 1 - B 2  
『新日本語の中級』  

『ニューアプローチ中級』  

B A  3 年生前期  

( 6 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 4 0 名  

 

●日本語学・翻訳（自由選択科目）  

科目名  
時間数  

( h /週 )  

C E F R  

レベル  

主な受講者  

受講者数  

日本語学概論  1 . 5  h 隔週  B 1 ～ B 1 - B 2  

B A  3 年生  

( 5 ・ 6 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 1 5 名  

日独翻訳基礎演習  1 . 5  h  B 1 ～ B 1 - B 2  

B A  3 年生  

( 5 ・ 6 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 1 5 名  

独日翻訳基礎演習  1 . 5  h  B 1 ～ B 1 - B 2  

B A  3 年生  

( 5 ・ 6 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 1 0 名  
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５． M A 開講科目  

 ●日本語第一言語選択学生向け  

科目名  
時間数  

( h /週 )  

C E F R  

レベル  
主な受講者  

日独翻訳１（必修）  隔週 1 . 5  h  B 2  
M A  1 年生前期  

( 1 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

日独翻訳２（必修）  1 . 5  h  B 2 - C 1  
M A  1 年生後期  

( 2 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

独日翻訳１（必修）  1 . 5  h  B 2  
M A  1 年生前期  

( 1 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

独日翻訳２（必修）  1 . 5  h  B 2 - C 1  
M A  1 年生後期  

( 2 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

日本語文章作成演習（選択）  1 . 5  h  B 2 - C 1  
M A  2 年生  

( 2 ・ 3 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

翻訳分析（選択）  1 . 5  h  B 2 - C 1  
M A  2 年生  

( 2 ・ 3 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

文語１（選択）  1 . 5  h  B 2 - C 1  
M A  2 年生  

( 2 ・ 3 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

文語２（選択）  1 . 5  h  C 1  
M A  2 年生  

( 2 ・ 3 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

購読演習（選択）  1 . 5  h  B 2 - C 1  
M A  2 年生  

( 2 ・ 3 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

 ＊受講者数は、 1 年生が約 5 名、 2 年生が約 5 名。  

 

 ●日本語第二言語選択学生向け（B A 日本語と共通）  

応用日本語２  

・口頭運用  

・文法・読解  

(計 4 . 5  h )  

3  h  

1 . 5  h  

B 1  
『新日本語の中級』  

『ニューアプローチ中級』  

B A  3 年生前期  

( 5 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 5 0 名  

応用日本語３  

・口頭運用  

・文法・読解  

(計 4 . 5  h )  

3  h  

1 . 5  h  

B 1 - B 2  
『新日本語の中級』  

『ニューアプローチ中級』  

B A  3 年生前期  

( 6 ｾ ﾒ ｽ ﾀ ｰ )  

約 4 0 名  

 

６．その他  

2 0 0 8 年 1 0 月から、ボン大学言語学習センターが開講している全学対象の言語科目

（C E F R 準拠）にアジア言語が加えられることが決定し、日本語科もカリキュラム作成

や講師の提供などでその開講に協力している。開講科目の詳細は以下の通りである。  

 

●日本語（全学対象選択科目）  

科目名  開講  
時間数  

( h /週 )  

C E F R  

レベル  
使用教材  

主な受講者  

受講者数  

日本語 1 . 1  冬学期  

計 3  h  

( 1 . 5  h× 2 )  

A 1 前期  
『げんき I』  

B A・ M A 生  約 2 0 名  
日本語 1 . 2  夏学期  A 1 後期  

日本語 2 . 1  冬学期  A 2 前期  
『げんき I I』  

日本語 2 . 2  夏学期  A 2 後期  

 

以上  


